
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 海老沼 小学校 ）     学校番号 ０７７                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 
〇学ぶよろこびのある学校               〇人との関わり合いを大切に、地域とともに歩む学校  
〇家庭や地域と連携した教育活動を行う、信頼された学校 〇安心・安全で美しい学校 

       

          

重 点 目 標 

１ 魅力ある学習指導の工夫改善・充実と健康教育の推進 

２ 豊かな心を育む教育の推進（生徒指導・教育相談の充実） 安全・安心で美しい教育環境の整備 

３ 地域・保護者と共に歩む学校づくりの実現 
４ 働き方改革と教職員としての資質向上の推進 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月１３日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

○学校評価アンケートの「授業に進んで取り組ん

でいる」に肯定的に回答した児童が８８％であ

る。また、市学調の読書習慣に関するアンケー

トでは高学年に向かうにつれて市平均を下回る

結果となった。 

○普段の学習の様子では、タブレットを活用した

学習に興味を示す児童が多く、活用状況のアン

ケートは市平均を上回っている。（昨年度は下

回っていた） 

〇体力テストは、全体的に前年度より上回ってい

る。（特に、２０ｍシャトルラン、立ち幅跳

び） 

●全国学力状況調査・市学調査では、国語、算数

とも市平均と比べ下回る結果であるが、少しず

つ市上昇傾向にある。 

●学びに向かう力が低い傾向にある。 

●体力テストは長座体前屈の結果が市平均を全学

年下回っている。 

・教師が授業改善

や授業力向上を

図ることで、子

どもたちの学力

向上を図る。 

①授業研究（学校課題研究→個別最適な

学び）を進めていく中で、１人１回研

究授業や公開授業を実践し、指導事例

として共有する。 

②ICT の活用することで、興味をもって

繰り返しの学習を行い基礎基本事項の

定着ができるようにする。 

③読書タイムや図書館イベント等により

読書の習慣化、生活化を図る。学校図

書館の開放（長期休業中）計画・実施す

る。 

①学校自己評価アンケートに係る教職員

アンケートにより、教育課程の項目に

おいて肯定的な回答をする教員が昨年

度同等となったか。 

②国語、算数について、市学調において

令和５年度より向上したか。 

③学校図書館の貸出冊数を昨年度比５％

増加したか。 

学校課題研究「学ぶ楽しさを感じ、生き生きと学

ぶ児童の育成」１年目。自分が研究したい教科を選

択し、少人数グループでの研究を進めている。教職

員アンケートによると教育課程の項目においてほぼ

全員が肯定的な回答をしている。 

市学調においては令和 5年度と同等であった。 

学校図書館の貸出冊数は 12 月末昨年度比 14％増

加した。夏季休業中に２日間図書館を開放した際

は、未就学児を連れた保護者が来館していた。読書

タイムでは全担任が読み聞かせを行った。また、図

書委員会の児童によるビブリオバトル等新しい活動

も行われた。 

B 

教職員、児童とも取組に対しての評価は肯

定的であり、満足感があるようだが、相応し

た学力向上が見られなかった。しかし、児童

の取り組みに対する姿勢は前向きな回答が多

い。来年度以降の研究に生かす。また、読書

活動に関しては、イベントがある時には児童

の貸出冊数が伸びている。来年度も引き続き

取り組んでいく。長期休業期中の図書館開放

もう少しは日数を増やしていきたい。 

 

・子どもたちが学校に楽しく来

ているのが何より素晴らし

い。学力に関しては、先生方

の取組が成果につながること

を期待したい。 

・体力面の成果が上がっている

のが素晴らしい。シャトルラ

ン(持久力)50m 走(瞬発力)と

もに市平均を上回っているの

は、業前活動等の取組が生き

ているのではないかと思う。 

・心肺蘇生を小学生からしっか

りと行ってくれていること

で、市内に AED を設置してい

る効果が上がる。今後も計画

的な指導を進めていくことを

期待したい。 

・体育の授業や

海老沼タイム

を活用し、子

どもたちの体

力向上を目指

す。 

①体育の授業、海老沼タイムを活用し、

様々な運動を経験することで体力向上

と共に運動を習慣化する。（柔軟性） 

②心肺蘇生法（5.6 年）生命（いのち）

の安全教育の積極的実施する。 

③基本的健康習慣・疾病等予防習慣の向

上（健康） 

①学校自己評価に係る児童アンケートに

おいて、体力向上に関する項目で肯定

的な評価が昨年度より向上したか。 

②学校自己評価に係る教職員アンケート

で健康教育の項目が昨年度同等であっ

たか。 

昨年度低かった「柔軟性」今年度は市平均

を超える学年が増えた。海老沼タイムの蓄積

であると考える。児童アンケートも教職員ア

ンケートは概ね肯定的な評価だった。歯科に

関しては、今年度さいたま市で優良校に選出

された。 

A 

バランスよく体力向上を図るため、

体力テストの結果を活かし、来年度の

海老沼タイムを計画していく。（柔軟

力、握力、投力など）毎年、歯科指導を全

校で行っている成果が少しずつでてい

る。来年度も同様に続けていきたい。 
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○「ルールを守る」「安全に気を付ける」につい

て肯定的に回答した児童は９７％９６％と高い

割合になっている。市学調のアンケートでも同

様である。 

○児童一人ひとりの状況を的確に把握し、組織的

に支援・相談ができている。教職員アンケート

でも肯定的な結果である。 

●朝、教室に入れない、体調不良で登校できない

等、児童が抱える困難さがより複雑化してい

る。 

●教職員による安全点検を確実に行うだけでな

く、昨年度に引き続き児童が自ら危機を予測し

たり、回避したりする力を育くむことが課題で

ある。 

 

 

・児童の心に寄り

添った積極的か

つ丁寧な教育相

談及び生徒指導

を組織的に展開

する。 

 

①初期対応を確実に行い、きめ細かい児

童理解を組織的に進める。可能性、個

性、変化、変容を認める。 

②家庭や関連機関との連携やＳＣ・Ｓ

ＳＷの活用し、児童理解に努める。 

③道徳の授業の充実、体験活動の場や機

会の充実を図る。 

①学校自己評価に係る児童アンケートに

おいて、「学校が楽しい」の肯定的な

評価が昨年度同等であったか。 

②学校自己評価に係る教職員アンケート

において、生徒指導、教育相談の５項

目の肯定的な評価が昨年度同等であっ

たか。 

生徒指導・教育相談主任を中心に組織的に子ども

たちの諸問題の解決に向けた取組を推進した。新た

な登校渋りの児童には、早急に保護者と連携をと

り。関連機関へとつないだ。児童アンケートでは項

目を集約してしまったが昨年度と同等であった。ま

た、教職員アンケートにおいては昨年度と同様な結

果となり、全職員が肯定的な回答であった。 

A 

Ｓｏｌａるーむに来る児童は、それぞれ

登校パターンや対応の仕方が異なる。運用

については個対応をすることが求められて

いる。担任の負担にならないよう、手立て

も併せて検討していく。「児童のトラブル

に関してのアンケート項目で児童の肯定的

な回答が増えた半面、保護者は否定的な回

答が増えた。これまで以上にアンテナを高

くして児童を見ていきたい。 

 

・不登校児童が多くなっている

のは、この学校に限ったこと

ではない。一人一人に合った

対応を進めていってほしい。 

・「悩んだときに先生は助けて

くれますか」に対し、99%の子

どもたちが肯定的な回答をし

ている。これは、海老沼小学

校のどこに出しても誇れる部

分としてよいと思う。 

・放課後の過ごし方(公園等地域

の施設の使い方)については、

引き続き学校での指導をお願

いするとともに、家庭への啓

発も進めていく必要がある。

学校、家庭、地域の三者で子

どもを育てていく意識をここ

から発信していく。 

・安全安心な

「学びの場」と

しての施設・設

備、環境の整備

と自己防衛力の

育成。 

 

 

 

①安全教育（定期的な登下校指導、一斉

下校、班長会議、特別活動 避難訓

練）を通して日々の登下校での事故回

避、事件や怪我にあわない判断力、対

応力を育成する。 

②安心・安全な学校施設のために、安全

管理の重視と問題箇所の早期発見する 

③適切な栽培計画、ビオトープの整備、

により、校舎内外の美化、清掃活動を

徹底する。学習に集中できるよう教室

内の整備を行う。 

①学校自己評価アンケートに係る教職員

アンケートにより、安全教育の項目で

肯定的な評価が昨年度より向上した

か。 

②月に一度の安全点検と日々の点検によ

り修繕箇所の確認を行い、即日対応す

る。 

③学校自己評価に係る教職員アンケート

により、環境整備の３項目で肯定的な

評価が昨年度より向上したか。 

安全教育に関しては、様々な事案の対応は

すぐに児童に周知し、自分事として考えさせ

るようにした。班長会議を実施し登校時の指

導をしたり、休み時間の避難訓練を実施した

りしたが、教職員アンケート・児童アンケー

ト共に昨年度より肯定的な回答が下がった。

月 1 回の安全点検を確実に行い、修繕をする

ことで学校の安全が保たれている。清掃活動

時に先生方や校務担当も一緒に清掃を行い、

児童に声をかけてくれた。教職員アンケート

ではほぼ全員が肯定的な回答だった。 

B 

 下校時の歩道の歩き方や放課後の公

園の遊び方など今年度も近隣住人の方

から注意を受けた。その都度、全校指

導と個対応してきた。自分事として意

識させた指導をしていく。班長会議は

効果があったので、来年度も引き続き

取り組んでいく。学校施設の老朽化も

あるので、引き続き安全面には気を付

けていく。古くなったものでも大切に

使っていきたい。 
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○学校運営協議会は、年３回協議会を実施し、児

童会の児童との意見交換を行った。 

〇ＨＰをリニューアルし、学校の様子をブログで

公開した。（月４回以上） 

●学校運営協議会での議論を家庭・地域にどのよ

うに広めていくかが課題である。 

●地域行事、学校行事等の円滑な実施。 

・学校運営協議会

を中心に、地域

保護者とともに

歩む学校を目指

す。 

①地域連携コーディネーターが中心とな

りスクールコミュニティによる地域・

保護者との連携・協働の充実を図る。 

②学校 HP 内の学校運営協議会の情報発

信するページを更新し、取組について

情報共有できるようにする。 

①年に３回の学校運営協議会で、目指す

児童の姿勢を共有できた。と回答する

割合が９０％以上となったか。 

②HP 内にコミュニティスクールのサイ

トの更新を３回以上実施できたか。 

学校ＨＰ内に学校運営協議会のサイトを新

設し、取組について情報共有した。また、今

年度は児童会の役員の児童に会に参加しても

らい意見をもらった。学校の様子を月に４回

以上ブログで発信した。スポーツフェスティ

バル、ふるさと発見子ども祭り（中止）、え

びっこランド等の地域行事に職員も参加し

た。合唱部は老人ホームに加えて、地域のイ

ベントにも出演した。教職員アンケート・保

護者アンケートとも概ね昨年度同様の回答だ

った。 

A 

来年度も学校の様子を様々な形で発

信していく。特に、ホームページ更新

は今後も計画的に実施していく。年間

を通して地域の行事に先生方が参加す

ることで、地域の方々から会が盛り上

がったとの声をいただいた。来年も同

様に参加していきたい。保育園、幼稚

園との交流は来年度以降実施予定。今

年度中に立案する。 

 

・校長のリーダーシップが発揮

され、多くの教職員が地域と

の交流に参加してくれている

のが素晴らしい。地域の運動

会では、若い先生が活躍する

姿が見られ、地域とともに歩

む学校が具現化されていた。 

・幼稚園、保育園との交流行事

をコロナ前のように行ってい

くとよいのではないか。でき

るとこから連携して地域の子

どもを育てていってほしい。 

・学校や地域の

行事を通じて

共に成長する

機会の拡充。 

①学校だより、HP 等による学校からの

情報発信を通して、広く本校の教育活

動の理解を図る。 

②学校や地域の行事への参加を児童や保

護者、地域に発信する。 

③保育園、幼稚園、中学校との連携を図

る。（引渡し訓練、研修、授業参観等）。 

①学校自己評価アンケートに係る教職員

アンケート、保護者アンケートによ

り、情報提供の３項目の肯定的な評価

が昨年度より向上となったか。 

②月に一度の学校だより、月に４回程度

のＨＰ（ブログ）の更新。 

4 

○学校課題研究と平行してＩＣＴの活用方法につ

いて、エバンジェリストが中心となり研修を行

ってきた。 

○データの利活用等ＩＣＴ活用により、業務改善

がなされ在校時間が減少している。 

〇研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励をす

ることで、教職員がライフステージに応じた研

修を意欲的に進めている。 

●ＩＣＴの活用について教職員での取組の差が見

られる。 

●自分が担当した教科やクラスの状況について情

報を共有したりすることが課題である。 

・教職員の心身の

健康に留意し、

働き方改革を念

頭におき互いを

支え合いなが

ら、生き生きと

働ける職場環境

を整える。 

①ＩＣＴの活用方法の研修を、３か月に

１回以上実施する。(スクールダッシュ

ボードの活用を中心に) 

②学年会を週に１回設定することで、情

報共有の機会を確保する。 

③教職員の心身の健康に留意し、働き方

改革を念頭におき、互いを支え合いな

がら、生き生きと働ける職場環境を整

える。 

①全ての教員が日常的にＩＣＴを活用す

る状況になったか。 

②学校自己評価アンケートに係る教職員

アンケートにより、働き方に関する３

項目の肯定的な評価が昨年度より向上

となったか。 

③ストレスチェックの結果が昨年度同程

度であったか。 

全教員がＩＣＴを活用した公開授業を行い

評価しあったり、校内研修を学期毎に行うこ

とで指導力向上につなぐことができた。働き

方に関するアンケートは昨年度と同程度だっ

たが在校時間（12 月末）は昨年度より１５％

減っている。教材研究日を確保したことで、

情報共有や教材の検討をする機会が増えた。

ストレスチェックの結果から学校全体の健康

リスクが５ｐ下がった。 

A 

 業務内容にかかる時間が短縮されて

きた。今年度から導入されたスマート

ダッシュボードの活用を工夫すること

でさらに時間削減ができると考える。

しかし、会議内容によっては、30 分

で終わらないことも多かった。来年度

は、会議や教材研究の時間確保のた

め、日課表を変える予定である。 

 

・スクールロイヤー研修をはじ

めとする教職員研修が充実し

ていた。新しい知識を学ぶ機

会をこれからもたくさんもっ

てほしい。 

・データにも表れているが、働

く先生方が生き生きとしてい

るのが見て取れる。校長の経

営がうまくいっている証左で

ある。 



 


